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資料１ 

 

第１号議案 

 

報道委員会の設立及び委員構成案について 

 

第 81 回国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会の開催

にあたり、報道に関する計画及び連絡調整を行い、その円滑な運営

を図るため、報道委員会の設立及び委員の構成案についてお諮りし

ます。 

 

１ 委員の構成（案）※別紙１のとおり 

神奈川県政記者クラブに所属する新聞社等 13 社 

 

２ 役員 

委員長を１名、副委員長を若干名置く。 

委員長及び副委員長の選任については、報道委員会内で決定 

する。 

 

３ 業務内容 

（１）取材申合せ事項(取材協定)の決定に関すること。  

（２）関係機関との連絡調整に関すること。  

（３）報道関係施設・設備に関すること。  

（４）その他必要な事項 

 

４ 事務処理 

報道委員会の事務は、第 81 回国民スポーツ大会冬季大会アイ 

スホッケー競技会実行委員会事務局において行う。 

 

【参考】第 73 回大会(2018 年本県開催)の委員構成 

神奈川県政記者クラブに所属する新聞社等 13 社で構成。 

地元新聞社である神奈川新聞社が委員長、放送関係として日 

本放送協会、通信関係として共同通信社が副委員長に就任。 

１ 議事(１) 



令和８年８月３日現在　敬称略

職名 氏名

1 神奈川新聞社
代表取締役
社長 篠田

シノダ

　学
マナブ

統合編集局長 佐藤　奇平
サトウ　　　　　キヘイ

2 朝日新聞社横浜総局 総局長 三笠
ミカサ

　友里恵
ユリエ

3 毎日新聞社横浜支局 支局長 坂口
サカグチ

　裕彦
ヒロヒコ

4 読売新聞社横浜支局 支局長 古屋
フルヤ

　直樹
ナオキ

5 産業経済新聞社横浜総局 総局長 寺田
テラダ

　理恵
リエ

6 東京新聞社横浜支局 支局長 杉戸
スギト

　祐子
ユウコ

7 日本経済新聞社横浜支局 支局長 伊藤　浩昭
イトウ　      　ヒロアキ

8 日刊工業新聞社横浜総局 総局長 宮川
ミヤガワ

　康
コウ

祐
スケ

9 共同通信社横浜支局 支局長 高橋
タカハシ

　宏一郎
コウイチロウ

10 時事通信社横浜総局 総局長 小松
コマツ

　将之
マサユキ

11 日本放送協会横浜放送局 局長 高柳
タカヤナギ

　由美子
 ユ  ミ   コ

12 テレビ神奈川
代表取締役
社長 熊谷　典和

クマガイ　　　ヨシカズ
報道局長 角田

ツノダ

　照司
テルジ

13 アール・エフ・ラジオ日本
代表取締役
社長 高橋

タカハシ

　洋一
ヨウイチ コンテンツ戦略

局報道部長 髙倉
タカクラ

　亨
トオル

　　　　　第81回国民スポーツ大会アイスホッケー競技会
　　　　　報道委員会 委員名簿（案）

新
聞
社

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

同左

放
送
局

同左

No.
区
分

報道機関（支社）名 代表者職名 代表者氏名
委員名

通
信
社

同左

別紙１



資料２ 
 

第２号議案 

表彰状及び賞状案について 
 

１ 概要 

○国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会では、総合成績１ 

～８位までの都道府県に「表彰状」を、成年・少年の１～８位までの 

都道府県、監督、選手に対し、「賞状」を渡しています。 

また、それぞれにケースを渡しています。 

○今大会においては、県全体で大会を応援していることを示すため、県 

産品を活用した表彰状・賞状を贈呈したいと考えており、各関係機関 

等との調整が整った場合、次のとおり進めてよいかお諮りします。 

２ 候補案及び進捗状況 

 用紙 ケース 

表彰状 ○海底（おぞこ）和紙 

 

 

 

 

 

・愛川町の伝統産業。 

・愛川町の小学校で卒業証書に使用された 

実績あり。 

・愛川町及び繊維産業会と調整中。 

○箱根寄木細工 

 

 

 

 

 

・神奈川県の伝統工芸品。 

・箱根町及び箱根物産寄木工芸協同

組合と調整中。作成可能との回答

を得ている。 

賞状 ○県産材の木材を使用した紙 

 

 

 

 

 

 

・秦野市の中学校で卒業証書に使用された

実績あり。 

・かながわキンタロウの透かしを入れるこ

とを検討中。 

○筒 

 

 

 

 

 

 

・大会名等の文字入れを行う。 

 

 

１ 議事(２) 



資料３ 
 

令和８(2026)年度第１回日本スポーツ協会国民スポーツ大会委員会報告 

 

  第 81 回国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会実行委員会

第２回総会及び第３回常任委員会（いずれも書面開催）における、次の

決定事項について、令和８年６月２日に開催された標記会議に議案とし

て提出し、承認されました。 

 

１ 第 81 回国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会実施要項 

（案）について（第２回総会決定事項） 

２ ポスター図案について（第３回常任委員会決定事項） 

   ※前回実行委員会総会資料及び常任委員会資料をご参照ください。 

なお、同会議において、上記１に関連して (公財)日本スポーツ協会か

ら、「震災特例措置」にかかる議案が提出され、国民スポーツ大会委員

会で承認されました。これに伴い、第 81 回国民スポーツ大会冬季大会ア

イスホッケー競技会実施要項に規定する震災特例措置についても同様に、

次のとおり改定いたします。 
 

【震災特例措置 新旧対照表】 

改定後 改定前 

（略） 

＜２ 競技実施要項＞ 

１～７（略） 

＜別記５【東日本大震災に係る選手及び監

督の国民スポーツ大会参加資格の特例措

置】＞ 

１～２（略） 

３ 特例の適用期間 

  当面の間適用することとし、終結時期

については、復興状況、本特例の活用状

況等を総合的に勘案し、決定する。 

＜別記６【令和６年能登半島地震に係る選

手及び監督の国民スポーツ大会参加資格

の特例措置】＞ 

１～２（略） 

３ 特例の適用期間 

  当面の間適用することとし、終結時期

については、復興状況、本特例の活用状

況等を総合的に勘案し、決定する。 

８～21（略） 

（略） 

（略） 

＜２ 競技実施要項＞ 

１～７（略） 

＜別記５【東日本大震災に係る選手及び監

督の国民スポーツ大会参加資格の特例措

置】＞ 

１～２（略） 

 

 

 

 

＜別記６【令和６年能登半島地震に係る選

手及び監督の国民スポーツ大会参加資格

の特例措置】＞ 

１～２（略） 

 

 

 

 

８～21（略） 

（略） 

 

２ 報告(１) 



資料４ 

 

チラシについて 
 
 次のとおり、第 81 回国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会の

チラシが完成しましたので、報告します。 

 
１ デザインについて 

    デザインは、別紙２のとおり。 

    表面は、ポスターと同デザイン、裏面は大会概要、会場・アクセス、 

    アイスホッケーの概要や注目ポイントを記載。 

 
２ 配布計画について 

  （１）印刷部数  25,000 枚（増刷の可能性あり） 

  （２）主な配布先 都道府県スポーツ主管課、都道府県スポーツ協会、 

都道府県アイスホッケー連盟、県内市町村スポーツ 

主管課、公立・私立学校、総合型地域スポーツクラ 

ブ、県スポーツ課及び横浜市スポーツ振興課が主催 

・出展するイベント会場等 

  （３）配布開始  令和８年８～９月を予定 

２ 報告(２) 





一緒に大会を 盛り 上げよう！

第81回国民ス ポーツ 大会冬季大会 アイ ス ホッ ケー 競技会

神奈川県PRキャ ラ ク タ ー かな がわキ ン タ ロ ウ

国民ス ポ ーツ 大会（ 国ス ポ ）は、都道府県対抗で毎年開催さ れる 国内最大のス ポ ーツ の祭典です。

本大会と 冬季大会があり 、第8 1 回の冬季大会ア イ ス ホッ ケ ー競技会は神奈川・ 横浜で実施し ま す。

ス ピ ード と 迫力が融合し た 氷上の戦いを 、ぜひ会場で体感し ま しょ う！

ス ケ ート リ ン ク で ス ティ ッ ク を 使い 、パッ ク（ 円柱状の 硬質ゴ ム ）を

相手ゴ ールに 入れて 得点を 競う チーム ス ポ ーツ で す。

時速1 5 0 k m を 超え る パッ ク が 飛び交う 迫力、

ス ピ ード 感と 激し い 攻防が 魅力で 、「 氷上の 格闘技」と も 称さ れま す。

ア イ ス ホッ ケ ーと は

かつては木製でし たが、最近ではカ ーボン
素材で作ら れて いる も のが ほと んど です。

シ ャ フト（ 柄 の 部 分 ） の 長 さ や ブ レ ード

（ パッ ク を 打つ部分）の 形状な ど 、細か な
ル ー ル が 定 めら れて い ま す。ゴ ーリ ーは

専用のス ティ ッ ク を 使いま す。

■ス ティ ッ ク

使用年代： 小学4 年生以降～一般

直径： 7 5 m m /高さ： 2 5 m m /重量： 1 7 0 g

（ オフィ シャ ルゲーム パッ ク ）■パッ ク

も っと 詳し く 知り た い方はQ Rコ ード から

ちょこ っと 知識ちょこ っと 知識

ス ティ ッ ク は 約4 0 0 g と 軽量

で 扱 い や す い 一 方 、防 具 は

プレ ーヤ ーで約1 0 ～1 5 k g 、

ゴ ーリ ー で は 約2 0 ～3 0 k g

にも なり ま す。

重い 装備を 身にま と いな がら

氷上を 駆け 回る こ と も 、アイ ス

ホッ ケ ーの 特徴の 一つです。

ス ティ ッ ク は軽い。防具は重い。

※小学3 年生ま で はよ り 軽い「 ブルーパッ ク 」やサイ ズ

　 の 小さ い「 ス マイ ルパッ ク 」を 使用し ま す。

他のス ポ ーツ にはな い、

氷の上なら ではのス ピ ード 感と 迫力が魅力です。

試合展開や攻守の切り 替え が非常に速く 、

点数差があって も 逆転が可能な た め、

最後ま で目が離せま せん。

■開催期間 ：  2 0 2 7 年1 月3 1 日（ 日）～2 月4 日（ 木）

■開  催  地 ：  神奈川県横浜市（ 2 会場）

■競技方式 ：  ト ーナメ ント 方式

■出場区分 ：  成年男子（ 大学生・ 社会人）2 6 チーム

　 　 　 　 　 少年男子（ 高校生）1 3 チーム

大会概要

■競技概要

●１ チーム 最大1 6 人ま で ベン チ入り でき 、試合は６ 人で 行う 。

　 ゴ ーリ ー（ ゴ ールキ ーパ ー）１ 人＋プレ ーヤ ー５ 人

●試合時間は１ ピ リ オド 1 5 分×３ ピ リ オド 、各ピ リ オド 間に

　 イ ン タ ーバ ル（ 休憩）あ り
※準決勝、３ 位決定戦及び決勝戦は１ ピ リ オド 2 0 分で 実施し ま す。

試合情報等はホーム ページで随時更新し ま す

第8 0 回（ 前回）大会

神奈川県成年代表

ゴ ーリ ー

司馬 侑徳 選手

こ こ に 注目

会場・ ア ク セ ス

K O S É新横浜ス ケ ート セン タ ー
〒2 2 2 -0 0 3 3

神奈川県横浜市港北区新横浜2 -1 1
●J R横浜線「 新横浜駅」北口よ り 徒歩約8 分

●横浜市営地下鉄ブルーラ イ ン /相鉄・ 東急新横浜線

「 新横浜駅」1 0 番出口よ り 徒歩約5 分

横浜銀行ア イ ス アリ ーナ
〒2 2 1 -0 8 2 4

神奈川県横浜市神奈川区広台太田町1 -1
●J R京浜東北線/横浜線「 東神奈川駅」よ り 徒歩約5 分

●京急線「 京急東神奈川駅」よ り 徒歩約7 分

●東急東横線「 反町駅」よ り 徒歩約5 分

会場内は氷の影響で冷え やすく なって いま す。防寒着やひざ 掛け など を ご 用意のう えご 来場く ださ い。寒さ 対策のご 案内

M A P

全試合入場無料 事前申込不要

圧倒的なスピード 感

激し い 接触プレ ー

響き わたる 衝撃音

目まぐるし い 選手交代

（ 公財）日本アイスホッ ケー連盟

M A P



資料５ 

 

第 81 回国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会実行委員会 

第３回総会議事について 

 

次のとおり実行委員会第３回総会を開催しますので報告します。 

 

第 81 回国民スポーツ大会冬季大会アイスホッケー競技会 

実行委員会 第３回総会 
 

 

次第 

 

１ 報 告 

（１）実行委員会第２回総会以降の準備経過の報告            

 

２ 議 事 

（１）第１号議案 実行委員会役員の交代について            

 

 

２ 報告(３) 



第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ ス ホッ ケー競技会 

実行委員会会則 

 

 
第１ 章 総則 

（ 名称）  

第１ 条 本会は、 第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ スホッ ケー競技会実行委員会（ 以

下「 実行委員会」 と いう 。） と 称する 。  

（ 事務所）  

第２ 条 実行委員会は、 その事務所を神奈川県文化スポーツ観光局ス ポーツ課内に置く 。  

（ 目的）  

第３ 条 実行委員会は、 公益財団法人日本ス ポーツ協会が定める 国民ス ポーツ大会開催基

準要項に基づき 、第 81 回国民ス ポーツ大会冬季大会アイ スホッ ケー競技会（ 以下「 大会」

と いう 。） を神奈川県において開催する ために必要な事業を行う こ と を目的と する 。  

第４ 条 実行委員会は、 前条の目的を達成する ため、 次に掲げる 事業を行う 。  

（ １ ） 大会運営に必要な方針及び計画の策定に関する こ と 。  

（ ２ ） 関係行政機関及び関係機関と の連絡調整に関する こ と 。  

（ ３ ） 式典の企画及び運営に関する こ と 。  

（ ４ ） 宿泊及び保健医療に関する こ と 。  

（ ５ ） 競技運営に関する こ と 。  

（ ６ ） 輸送交通及び警備防災に関する こ と 。  

（ ７ ） 広報及び報道に関する こ と 。  

（ ８ ） 前各号に掲げる も ののほか、 大会の開催に関する こ と 。  

 

第２ 章 組織 

（ 構成・ 役員）  

第５ 条 実行委員会は、 会長、 副会長、 常任委員及び監事をも って構成する 。  

２  会長は、 神奈川県知事をも って充てる 。  

３  副会長、 常任委員及び監事（ 以下「 役員」 と いう 。） は、 次に掲げる 者の中から 会長が

委嘱する 。  

（ １ ） 神奈川県及び横浜市の役職員 

（ ２ ） 関係競技団体その他の関係機関・ 団体の役職員 

（ ３ ） 有識者 

（ ４ ） 前各号に掲げる も ののほか、 大会運営に関係のある 者 

（ 役員の職務）  

第６ 条 会長は、 実行委員会を代表し 、 会務を総理する 。  

２  副会長は、会長を補佐し 、会長に事故がある と き 、又は会長が欠けたと き は、あら かじ

め会長が指名し た順序によ り その職務を代行する 。  

３  常任委員は常任委員会を構成し 、 第 10 条第７ 項に掲げる 事項を審議し 、 決定する 。  

４  監事は、 実行委員会の業務及び会計を監査する 。  

（ 任期等）  

第７ 条 役員の任期は、委嘱さ れたと き から 実行委員会の解散のと き ま でと する 。ただし 、

役員が異動等の事由によ り その役職を離れた場合は、その役員は辞任し たも のと みなし 、

その後任者が前任者の残任期間を務める も のと する 。  

２  会長は、 役員に特別な事情が生じ たと き は、 その職を解く こ と ができ る 。  

３  会長は、前２ 項の規定によ り 役員の変更があった場合は、次の総会において報告する 。  



第３ 章 会議 

（ 会議）  

第８ 条 実行委員会に、 次の会議を置く 。  

（ １ ） 総会 

（ ２ ） 常任委員会 

（ 総会）  

第９ 条 総会は、 会長及び役員をも って構成する 。  

２  総会は、 会長が招集する 。  

３  総会の議長は、 会長又は会長が指名し た役員がこ れにあたる 。  

４  総会は、 次に掲げる 事項を審議し 決定する 。  

（ １ ） 大会運営に必要な方針及び計画の策定に関する こ と 。  

（ ２ ） 会則の制定及び改廃に関する こ と 。  

（ ３ ） 事業計画及び事業報告に関する こ と 。  

（ ４ ） 予算及び決算に関する こ と 。   

（ ５ ） 常任委員会に委任する 事項に関する こ と 。  

（ ６ ） その他重要な事項に関する こ と 。  

５  総会は、 会長及び役員の過半数の出席をも って成立する 。  

６  総会の議事は、出席者（ 代理人に権限を委任し 、又は書面で議決に加わった者を含む。

こ の場合において、 前項の規定の適用については、 その役員は出席し たも のと みなす。）

の過半数で決し 、 可否同数のと き は、 議長の決する と こ ろによ る 。  

７  会長は、 第４ 項に掲げる 事項について、 書面によ る 表決を求め、 こ れをも って総会に

代える こ と ができ る 。  

（ 常任委員会）  

第 10 条 常任委員会は、 常任委員をも って構成する 。  

２  常任委員会に、 委員長及び副委員長を置く 。  

３  委員長は、 常任委員の中から 会長が指名する 。 委員長は常任委員会を代表し 、 会務を

総理する 。  

４  副委員長は、 常任委員の中から 委員長が指名する 。 副委員長は委員長を補佐し 、 委員

長に事故がある と き 、 又は委員長が欠けたと き は、 あら かじ め委員長が指名し た順序に

よ り その職務を代行する 。  

５  常任委員会は、 委員長が招集する 。  

６  常任委員会の議長は、 委員長又は委員長が指名し た委員がこ れにあたる 。  

７  常任委員会は、 次に掲げる 事項を審議し 決定する 。  

（ １ ） 総会から 委任さ れた事項に関する こ と 。  

（ ２ ） 総会を招集する いと ま がない緊急な事項に関する こ と 。  

（ ３ ） その他委員長が必要と 認める 事項に関する こ と 。  

８  前条第５ 項乃至第７ 項の規定は、 常任委員会において準用する 。  

 

第４ 章 会長の専決処分 

（ 会長の専決処分）  

第 11 条 会長は、 総会及び常任委員会（ 以下「 総会等」 と いう 。） を招集する いと ま がな

いと き 又は総会等の権限に属する 事項で軽易なも のについては、 こ れを専決処分する こ

と ができ る 。  

２  会長は、 前項の規定によ り 専決処分し たと き は、 こ れを次の総会等において報告し 、

その承認を得なければなら ない。  

３  前２ 項の規定は、 常任委員会において準用する 。  



第５ 章 事務局等 

（ 事務局）  

第 12 条 実行委員会の事務を処理する ため、 事務局を置く 。  

２  事務局の組織及び運営に関し 必要な事項は、 会長が別に定める 。  

（ 大会パート ナー）  

第 13 条 実行委員会に、 大会パート ナーを置く こ と ができ る 。  

２  大会パート ナーは、 会長が委嘱する 。  

３  大会パート ナーは、 第 10 条第７ 項に基づき 審議し 決定し よ う と する 事項に関し て、 そ

の企画に参画し 、 又は意見を述べる も のと する 。  

 

第６ 章 財務及び会計 

（ 経費）  

第 14 条 実行委員会の経費は、 負担金、 交付金、 補助金その他の収入をも って充てる 。  

（ 予算及び決算）  

第 15 条 実行委員会の収支予算は、 総会の議決によ り 定め、 収支決算については、 監事の

監査を経て、 総会の承認を得なければなら ない。  

（ 会計年度）  

第 16 条 実行委員会の会計年度は、 毎年４ 月１ 日に始ま り 、 翌年３ 月 31 日までと する 。  

２  実行委員会の財務及び会計に関し 必要な事項は、 会長が別に定める 。  

 

第７ 章 補則 

（ 委任）  

第 17 条 会長が代表者を務める 団体を相手方と し て行う 契約の締結その他の民法（ 明治 29 

年法律第 89 号） 第 108 条の規定の適用がある 行為は、 あら かじ め会長が指名し た副会長

がこ れを行う 。  

２  こ の会則に定める も ののほか、 実行委員会の運営に関し 必要な事項は、 会長が別に定

める 。  

（ 解散）  

第 18 条 実行委員会は、 第３ 条に規定する 目的が達成さ れたと き は、 総会の議決を経て解

散する も のと する 。  

２  実行委員会が解散する と き に有する 残余財産は、 総会の議決を経て処分する 。  

３  実行委員会の解散の後、 実行委員会に関する 問合せその他の事務については、 神奈川

県文化ス ポーツ観光局ス ポーツ課が引き 継ぐ 。  

 

附 則 

１  こ の会則は、 令和７ 年８ 月 19 日から 施行する 。  

２  実行委員会の令和７ 年度における 会計年度は、 第 16 条第１ 項の規定にかかわら ず、 前

項に定める 日から 、 令和８ 年３ 月 31 日ま でと する 。  

 


